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 佐藤啓司，長浜純二，平川としゑ，横山繁生，蒲池綾子，加島健司，駄阿 勉，早田 隆，

楢原久司，林田蓉子 

妊娠後期子宮内膜の細胞像 

日本臨床細胞学会大分県支部会誌 (1998) 8, 13-6.  

 田嶋伸之，櫛来英美，平丸正宣，原 美喜，板井真由美，諸井滋子，高橋由紀， 

杉田真一，門田 徹，辻 浩一，横山繁生，吉川康二，大野傳一郎，大島敏信 

高齢者の子宮頚部スメア中にみられる異型細胞集塊についての検討 

日本臨床細胞学会大分県支部会誌 (1998) 8, 27-30.  

 

【症例報告】 

 Okamoto O, Yoshiyama M, Takayasu S, Yokoyama S 

Merkel cell carcinoma: report of three cases  
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 長浜純二，佐藤啓司，岩男千恵子，横山繁生，加島健司，駄阿 勉，高岡宏行 

細胞診で診断したウェステルマン肺吸虫症の２例 (Pulmonary paragonimiasis or 

distomiasis) 

日本臨床細胞学会大分県支部会誌 (1998) 9, 31-4. 

J-GLOBAL ID: 200902134675204100    

 内林義知，片桐一元，倉田荘太郎，高安 進，駄阿 勉 

約 10 年の間をおいて悪性度の異なる悪性神経鞘腫を生じた Recklinghausen 病 

Skin cancer (1998) 12, 131-5. 

J-GLOBAL ID: 200902180385544057 

 村上信一，橋本 剛，武野慎祐，狭間田伸介，内田雄三，横山繁生 

食道原発性腺様嚢胞癌の１例 

日本臨床外科学会雑誌 (1998) 59(6), 1543-6. 

J-GLOBAL ID: 200902121728155012  

 黒川博子，今泉雅資，中塚和夫，横山繁生 

上眼瞼縁に生じたメルケル細胞癌の１例 

臨床眼科 (1998) 52(4), 663-5. 

J-GLOBAL ID: 200902134675204100    

 池脇淳二，大塚英一，卯野規敬，緒方正男，菊池 博，那須 勝，横山繁生 

高γグロブリン血症，骨髄内形質細胞の増加を伴ったリンパ腫関連血球貪食症候群 

臨床血液 (1998) 39(12), 1175-9. 

J-GLOBAL ID: 200902108420958649    
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 平賀聖久，松浦泰雄，大野 仁，溝口裕昭，沖本忠義，室 豊吉，横山繁生 

人間ドッグで見つかった無症候性副腎褐色細胞腫の１例 

大分総合画像診断研究会誌 (1998) 2, 27-30. 

 竹内善治，横山繁生，駄阿 勉，加島健司，中山 巌，野柳俊明 

Rudimentary Meningocele の１例 

病院病理 (1998) 16(1), 4. 

J-GLOBAL ID: 200902137422181382    

 

【総 説】 

 

 横山繁生 

メラノーマ，神経系腫瘍，間葉系腫瘍の免疫組織化学 

日本皮膚科学会雑誌 (1998) 108(12), 1646-7. 

J-GLOBAL ID: 200902173849509423    

 

【著 書】 

 

 横山繁生 

顕微鏡の基礎知識と操作法 

細胞診を学ぶ人のために (第３版), 医学書院, 1998, 73-89.  
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